
令和４年度 日立市教育研究会先進校等調査派遣研修報告書 

 

                        日立市立豊浦中学校 教諭 矢吹 美咲 

 

１ 派遣期日   令和４年 11 月 11 日（金）（オンライン） 

 

２ 派 遣 先   学校名 宮城教育大学付属中学校 

                   所在地 宮城県仙台市青葉区上杉６丁目４－１ 

                   http://fu-cyuu.miyakyo-u.ac.jp 

 

３ 研修内容     未来を主体的に生き抜く生徒の育成 

           ～新たな価値を見いだす授業作りを通して～ 

 

（１） 公開授業の視聴  

第１学年器械運動（マット運動）「今こそ“できる”を問い直す ～頭で立つ逆立ちへの 

挑戦～」 

  （宮城教育大学附属中学校 岡崎 太郎先生） 

   全ての生徒が技術認識と技術の習得に十分な時間をかけ“できる”の新たな意味を獲得す

るために，一つの技に対する“わかる”と“できる”を全ての人が分かち合うことのできる

共通感覚を養う学習。 

 

４ 感想 

○ 岡崎太郎先生によるマット運動の授業は，“頭で立つ逆立ち”の一つの技のみを取り扱い，

11 時間計画で指導していた。身に付けさせたい技能について，6 つの運動局面に分けて技を

理解し，習得できるよう単元計画が立案されていた。生徒一人一人ができる楽しさや喜びを

味わい，技のポイントを理解し，よりよくできるようにするために，“わかる（知識・認識

が深まる）”と“できる（技能が身に付く・技能が習得する）”を関連させた題材設定と指

導方法の工夫がなされていた。特に，振り返りで，学習カード等に書き方のマニュアルを示

し，丁寧に説明した上で書かせる方法は大変参考になった。また，自分だけのコツを他者と

共有し，他者の存在の意義を見いださせるための手立てとして，第１～３時は自分が技を習
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得することに重点を置き，第４時には，グループ内で試技者と補助者の役割を交代しながら

練習させていた。そして，第５～８時は，第４時での学習を生かして，互いに補助や声かけ

をしながら練習に取り組ませ，最後の第９・10 時は，自分がつかんでいるコツを他者に伝え

るために絵や文章で具体的に書かせ，それを壁に掲示する活動に取り組ませていた。本授業

は，マット運動であったが，このような単元計画は，陸上競技や球技などでも活用できると

ころもあると感じた。今後，自分自身も他の単元においても，取り入れてみようと思った。 

  

○ 今回の宮城教育大学附属中学校でのオンライン研修を経て，自分自身もまだまだ勉強不足

だということを実感した。生徒が「わかる・できる」と思えるような実践的な手法を知るこ

とができ，実り多き研修となった。今回の研修で得た知識を３学期以降の授業改善に生かし，

今後も授業力向上のために日々研修を重ねていきたい。 
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